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総 務 文 教
委員会レポート

　
平
成
十
七
年
十
月
に
総
務

文
教
委
員
会
で
北
海
道
余
市

（
よ
い
ち
）
町
へ
視
察
に
行

き
ま
し
た
。

　
余
市
町
は
、北
海
道
の
北

西
部
、積
丹
半
島
の
基
部
に

位
置
し
、札
幌
か
ら
五
三
・

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に

あ
り
、面
積
は
一
四
〇
・
六

〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、人

口
は
二
万
二
千
八
百
六
十
七

人
で
す
。

　
主
な
産
業
は
、か
つ
て
は

ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
ま
し
た
が

現
在
は
海
老
・
い
か
・
か
れ

い
漁
が
行
わ
れ
、ま
た
果
樹

の
栽
培
が
盛
ん
で
リ
ン
ゴ
、

ブ
ド
ウ
、梨
な
ど
の
生
産
は

全
道
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
特
産
で
あ
る
果
樹
の

研
究
開
発
や
生
産
技
術
・
効

率
の
向
上
を
図
り
、付
加
価

値
の
高
い
商
品
作
り
に
努
め
、

ま
た
施
設
栽
培
や
都
市
近
郊

と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
た

観
光
農
園
・
果
樹
オ
ー
ナ
ー

制
な
ど
に
よ
り
、農
業
を
活

か
し
た
町
の
活
性
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ク
リ
ー
ン
農
産
物

表
示
制
度
を
採
用
し
、消
費

者
に
対
し
栽
培
方
法
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
い
、消
費
者

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
農
業
経
営

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
・
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、議

員
定
数
・
議
員
報
酬
、開
か

れ
た
議
会
、議
会
の
調
査
機

能
と
議
員
研
修
の
充
実
に
つ

い
て
を
重
点
項
目
と
し
て
取

り
組
ん
で
あ
り
ま
し
た
。　

　
議
員
定
数
は
、平
成
三
年

に
削
減
を
行
い
現
在
は
二
十

二
名
体
制
で
す
。

　
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

以
前
四
委
員
会
を
設
置
し
て

い
た
が
現
在
は
三
委
員
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
報
酬
は
、平
成
十
四
年
度

に
減
額
さ
れ
て
お
り
、期
末

手
当
に
つ
い
て
は
、本
年
度

よ
り
〇
・
四
ケ
月
分
の
減
額

を
行
う
そ
う
で
す
。

　
議
会
の
調
査
機
能
と
し
て
、

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
は
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
研
修
は
、各
常
任
委

員
会
、議
会
運
営
委
員
会
、

特
別
委
員
会
、そ
の
他
別
組

織
に
よ
る
議
員
会
に
よ
る
視

察
研
修
と
、か
な
り
充
実
し

て
い
る
も
の
で
し
た
。

　
平
成
十
七
年
十
二
月
に
須

恵
東
中
学
校
へ
聴
講
生
制
度

の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

◇「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
」

の
姿
を
求
め
、学
校
が
地
域

を
つ
く
り
、地
域
が
学
校
を

つ
く
る
と
い
う
関
係
を
醸
成

す
る
。

◇
聴
講
生
の
生
涯
学
習
へ
の

支
援
と
、生
徒
の
思
い
や
り

や
学
習
意
欲
の
向
上
を
め
ざ

す
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

◇
教
師
と
し
て
は
、授
業
に

適
度
な
緊
張
感
を
持
ち
、授

業
改
善
へ
の
意
識
改
革
の
機

会
と
捉
え
る
。　

の
基
本
方
針
で
、聴
講
生
は

最
後
列
の
席
で
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
生
徒
・
聴
講
生
・
教
師
と

三
つ
の
立
場
で
の
相
乗
効
果

が
、良
い
方
向
に
現
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、施
行
し
て
ま
だ

日
が
浅
く
、こ
れ
か
ら
短
所

等
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、先
を
想
定
し
慎
重

に
取
り
組
め
ば
長
く
続
く
も

の
と
思
わ
れ
、他
の
学
校
で

の
実
施
を
期
待
し
ま
し
た
。

余市町を訪れた総務文教委員会

自
然
と
地
域
産
業
を

活
か
し
た
町
づ
く
り議会改革と活性化

への取り組み
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建 設 産 業
委員会レポート

　
平
成
十
七
年
五
月
に
建
設

産
業
委
員
会
で
愛
知
県
大
府

市「
げ
ん
き
の
郷
」を
視
察

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
は
、知

多
半
島
一
円
の
Ｊ
Ａ
と
し
て
、

平
成
十
二
年
四
月
、三
つ
の

Ｊ
Ａ
（
知
多
・
東
知
多
・
西

知
多
）の
合
併
に
よ
り
誕
生

し
ま
し
た
。

　
知
多
半
島
は
、伊
勢
湾
と

三
河
湾
に
囲
ま
れ
、東
西
四

〜
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、面

積
は
三
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、五
市
五
町
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
げ
ん
き
の
郷
は
、

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
一
〇
〇
％

出
資
の
完
全
民
間
企
業
で
す
。

　
食
と
農
、そ
し
て
天
然
温

泉
が
充
実
し
て
お
り
、加
工

施
設「
で
き
た
て
館
」は
女

性
ば
か
り
の
組
織
で
有
限
会

社
を
立
ち
上
げ
、産
地
原
料

で
の
製
造
に
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
地
産
地
消
が
最
も
重
要
と

考
え
て
あ
り
、フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
は
な
ま
る

市
」は
、生
産
者
の
名
前
入

り
の
野
菜
や
草
花
、卵
、乳

製
品
な
ど
主
要
二
十
五
品
目

を
常
備
し
て
い
ま
す
。

　
開
業
か
ら
五
年
、現
在
二

億
円
の
黒
字
だ
そ
う
で
す
。

　
げ
ん
き
の
郷
へ
の
出
荷
が

一
〇
〇
％
の
農
家
が
二
十
軒

以
上
に
も
な
っ
て
お
り
、若

い
世
代
が
農
業
に
戻
り
つ
つ

あ
る
状
況
で
す
。

　
一
般
消
費
者
へ
の
憩
い
の

提
供
と
、地
域
産
業
の
育
成

の
双
方
を
着
実
に
進
め
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十

八
日
、臨
時
議
会
が
開
か
れ
、

一
の
浦
〜
橋
本
線
道
路
改
良

工
事
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、須
恵
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
上
り
線
は
、下
り

る
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、

上
り
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
、今
回
出
入
口
専
用
道
路

と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
、

平
成
十
八
年
二
月
十
五
日
の

供
用
開
始
を
目
途
に
計
画
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
主
な
工
種
に
つ
い
て
は
、

擁
壁
工
、排
水
工
、塗
装
工
、

交
通
安
全
施
設
等
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
、四
千
八
百
万

円
、財
源
内
訳
は
、国
庫
補

助
金
二
千
二
百
万
円
、一
般

財
源
二
千
六
百
万
円
で
す
。

　
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

地
元
　
　
家
直
売

　と
れ
た
て
の
　
　
材
を

農

食
「げんきの郷」を訪れた建設産業委員会

九
州
自
動
車
道
上
り
線

　
　
　
　
出
入
口
専
用
道
路
整
備 道路改良工事の説明を受ける三合同委員会
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